
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹々は光を浴びて育ちます 

 

既報の通り、11/15・16は日南町文化センターにて日野川流域林業祭りを行います。（とっとり里山

資本主義フォーラム・にちなん農協まつりと同時開催になります）先日、展示機械の説明に使用す

る写真を撮りに日南町の林業作業現場へお伺いしました。 

 

ホタルの里・福万来の県道から林道へ、更に奥へ。現場では若い作業者の方が仕事をしています。

話を聞けば、林業は楽しい仕事でやりがいも感じているとの事。林業を始めて半年との事ですが、

今では日南の林業と地域を支える力となっています。 

 

作業の責任者の方にもお話を伺うことが出来ました。この森林に今一番必要なのは間伐で、もっと

木が太るようにしないといけない。光の差し込む方向を考えて枝がきれいに伸びるように、真っ直

ぐな、良い木を育てていかないと山は取り返しがつかなくなってしまう…。 

 

川下でも、国産材をもっと使っていこうという動きが活発化しています。川上の私たちも、良い木

が使われ、山の整備が進んでいくことを望んでいます。 

その為にどうするべきか、取り組んで行きたいと思っています。 

・・・山の樹々に光を！・・・ 


